
国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

   

 

             「笑 門 来 福」 

例会日 毎週水曜日 12：30～ 例会場 ホテルシーズン日南 

住所   日南市園田 3-11-1 TEL 0987-22-5151 FAX0987-22-9588          会長 山口秀一 

地域社会の経済発展月間・米山月間 

第3221回例会 №13 2019.10.09  晴れ 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時30分    「我等の生業」 

四 つ の テ ス ト  桑村文昭 君 

ゲ ス ト 羽田野信悟君（宮崎 RC会長） 

例 会 行 事 ゲスト卓話 

 

会長時間 

10/5 地区大会の報告をいたします。RI会長代理 鈴木一作 2800地区 山形県寒河江（さがえ）RC講演

のテーマ「ロータリーの原点と未来」 

日本で大切にされてきたロータリー観、ロータリーは、ロータリアン同士の親睦を基盤に立派なロータリ

アンを育てながら価値ある奉仕を通じて社会に貢献する世界的な団体である。「親睦、学び、奉仕」 

ロータリーの姿  1.ロータリークラブにおいては、「親睦と学びの場」 

 2.ロータリアンの人間性の向上  

3.ロータリアンの事業の向上 

         4.ロータリアンの職種：業界全体の向上 

         5. ロータリアンの家庭、町、国 ならびに社会全体の向上 

ロータリーで一番大切にしなければならないのは 親睦（fellowship）「ロータリーの親睦」とは、ロータリ

ーとゆう苗木が成長するために、その根に栄養を与える土壌である。｛親睦｝を土壌として、立派なロータリ

アンを目指して互いに精進、協力し合いながら、価値ある奉仕をしていくことにより、ロータリーの苗木が

成長する。 

学びの場である「例会」とは、自分自身を、事業を、職種、業界をそして社会全体を向上させるための「心」

と「実践方法」を学ぶ場である。そして、親睦を育む場である。 

 

大会の記念講演は、大野勝彦 「負けない、逃げない、諦めない」、農作業中に機械により両手を切断され、

今は、義手で書家、詩集、絵画など、ご自分の美術館を建てられご活躍されている方でした。 

 

幹事報告 

1） 日南振徳高等学校より、振徳通信が届いております。 

2） 宮田真一郎君の御母堂様ご逝去 葬儀は「たまゆら」にて、13日の13時から 

 

スマイル 

 入中英雄君 地区大会お疲れ様でした。その後の懇親会で残ったお金をスマイルします。 

 

例会行事    ゲスト卓話 宮崎ＲＣ会長 羽田野信悟 君 

久々の日南で潮の香りが、懐かしい地元に帰ってきた感じがします。と言いますのも、小学生のころ祖父

がこの目と鼻の先に住んでおり、近くの祇園神社、梅が浜、油津港によく来ていた思い出が有ります。 



本日は、宮崎クラブの歴史と現状をお話させて頂きます。 

今年の RI会長マーク・ダニエル・マロニーのロータリーは世界を繋ぐ（ロータリーの

礎は繋がり）というテーマですが、正に本日の訪問は日南 RCと宮崎 RCを繋ぐ事なので

はないかと思いましてお受けした次第でございます。 

私の今年のスローガンは「凡事徹底をはかる」でございます。 

皆様もご存じのように、かつての商売の神様、松下幸之助氏も凡事徹底をはかると言っ

ております。取引先の企業を訪問するときに企業の判断材料は数字を見なくても判ったと言われています。

第1に従業員の挨拶、第2に整理整頓、第 3にトイレ掃除で大体企業の様子が判断できるそうなのです。 

宮崎クラブ創立の歴史は日南 RC一年前の昭和28年2月17日でございます。初代会長 宮崎交通 岩切章

太郎、幹事 宮崎銀行 増田吉郎、チャーターメンバー39 名、スポンサークラブは神戸 RCです、戦後ＲＩ

に復活した時の神戸RC（REスタート）メンバーの一人が橋本修三さん（大淀出身、鐘紡宮崎工場長）でした。

同じくその時代を共にした久米孝蔵さん（神戸 RCエキステンション委員 勧銀神戸支店長）の働きかけが一

番強かった様でスポンサークラブが神戸になった経緯があります。 

そういった中で設立後、クラブ運営が始まったのですが、一番お力添えを頂いたのが、近県の別府 RCでし

た、何度も別府に出向きクラブの有り方を勉強させて頂いたそうです。そういったクラブでしたが、第一年

目で特筆すべき事は延岡・都城・日南の各クラブ設立にスポンサーとして協力したことである様です。3 ク

ラブとも昭和28年から昭和 29年6月迄には設立されたと思われます。 

しかし今にして思えば、ロータリー1 年生が臆面もなく人前で話をしたものだとその勇気に感心します、

これは宮崎クラブ創立の恩を新クラブ結成の協力でお返ししたい気持ちが岩切会長始め関係者の心のうちに

あったからだと思うと記載されております。 

当時の例会場は橘デパート４階の食堂で開催されておりましたが、デパートの増床、会員が増えたため、

レストランコロンバンに移転し、宮崎観光ホテル開業とともに例会場を移転し現在に至っております。 

現在、会員数は105名（名誉会員含）です。毎月のクラブ運営に関して 14年前より月間のスタッフ会議を

設けております。月初めの理事・役員会開催は例会後に行われ、年 4回のクラブ協議会で各委員会の進捗状

況の確認は行いますが、毎月のクラブ運営を滞りなく進めるために、毎月、スタッフ会議を第 2週火曜日午

後 7 時開始にて行っております。委員会は、21委員会有ります。又、各趣味の会も活発に行われています。

焼酎の会はメンバー40名 日本酒の会は 20数名 ワインの会は 2グループ 野球（メタボリックス）25名

位 ゴルフ（ピーチクラブ）40名位 支店長杯（19名）で毎月活動しているようです。 

このように、クラブ運営（楽しみ運営）に関しては理事・役員が積極的に行動しメンバーが活動しやすい

環境を作ることを心掛けております。 

あと3年で70周年、今、何が出来るのかを会員皆で考え例会を中心とした志を高める事が出来るクラブと

して成長したいと考えています。日南 RC会員の皆様には何かとご指導をお願いする場面もあろうかと思いま

すが、宜しくお願いしまして本日の卓話とさせて頂きます。 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 35 3 32 26 4 2 30 93.75％ 

 出席免除 村上、渡邊、古澤 

 先取ＭＵ 榎木田、菊池、清水、宮田 

欠 席 斉藤、峰松 

 

 

 

 

 

事務局 〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内 TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：山口秀一  副会長：村岡俊宏  幹事：入中英雄  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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